
令和８年度予算の概要

令和８年度の予算が可決されました。以下に、その概要をお知らせします。

○業務の予定量

　給水戸数 戸

　年間総給水量 ㎥

　一日平均給水量 ㎥

　主要な建設改良事業

　配水管布設事業 ｍ

　配水管移設事業 ｍ

　配水管改良事業 ｍ

　配水場整備事業 東金配水場場内整備工事

○予算の規模

＜収益的収支＞水道水をお届けするための財源と費用（税込み）

【水道事業収益】

【水道事業費用】

（費用全体の約８割を占める）が主なものです。

予備費

特別損失 5,727 880 4,847

％

740,918 1,118,625 △ 377,707

千円

5,000
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収支差引 14,597 275,977 ー

5,000 0

営業費用 4,670,476 4,819,187 △ 148,711

営業外費用 28,747 △ 4,863

水道事業費用 4,709,950 4,858,677 △ 148,727
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3,983,629 4,016,029 △ 32,400
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予算額

令和８年度 令和７年度

千円

前年比

（Ａ/Ｂ）×100
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5,134,654 △ 410,107
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「千葉県企業局に支払う受水費(約２５億円)」や「減価償却費」などの固定的経費

水道事業収益 4,724,547

営業収益

営業外収益

33,610

令和８年２月１０日に開催されました山武郡市広域水道企業団議会２月定例会において、

96.9

85.5

区　分 増減額

前年度比較

「水道料金」や「構成市町からの補助金」などが主なものです。



＜資本的収支＞水道施設を整備するための財源と費用（税込み）

※

【資本的収入】

です。

【資本的支出】

市町からの依頼による配水管移設工事等の財源に充てるための「工事負担金」

８９万５千円については、過年度損益勘定留保資金などで補てんします。

企業の内部に留保される資金で資本的支出の財源です。

※ 令和８年度の収支差引（資本的収入が資本的支出に対して不足する額）１０億５千

損益勘定留保資金とは、現金支出を伴わない減価償却費や資産減耗費などにより、

老朽化した配水施設の更新などに要する「建設改良費」が主なものです。

千円 ％

令和８年度

企業債 0 72,000 △ 72,000 皆減

令和７年度

千円 千円

131.1

国庫補助金 0 37,287

前年比

皆減

資本的支出 1,202,251

△ 37,287

Ａ

917,341

△ 766,856

建設改良費

55,601 69,882

847,459

△ 14,281

Ｂ

予算額

工事負担金 151,356 41,198 110,158

区　分

前年度比較

増減額

△ 1,050,895

100.6資本的収入 151,356 150,485 871

ー

284,910

1,146,650

収支差引

135.3

Ａ－Ｂ

367.4

（Ａ/Ｂ）×100

企業債償還金 79.6

299,191

ー


